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１．はじめに 
防災対策の観点から洪水時に発生する砂礫流出量の

調整のために流路工（床固工）が設置されている 1)．京
都府内を流れる賀茂川（鴨川）では，急勾配で流下し，
土砂供給が顕著であるため，連続した床固工が整備さ
れている．このことによって，落差構造物による遡上阻
害が発生し，水生生物の移動のためにも魚道整備が必
要である．河川管理側の観点から防災を重視されてい
るため，環境に配慮した連続性の確保には消極的であ
り，アマゴ，アユ，ウナギ，ハゼ等の様々な魚種が存在
する鴨川から遡上することは困難な状態になっている．
そのため，漁協や学識経験者等により構成される団体
に，京都府・京都市の水産関係部局が協力し，暫定的な
簡易的な魚道の整備を試みている 2)．簡易魚道の場合，
毎年の設置コストの負担が重く，また，半恒久的な魚道
設置を計画した場合でも，経済性を考えた魚道を設置
せざるを得ない． 
ここでは，京都府水産課および賀茂川漁協の協力の

もとで，鴨川府民会議 3)で関係者の理解を得た上で，床
固工に設置可能な石組み魚道を考案し，床固工に設置
可能な石組み魚道を考案し，実施初回に空積み魚道を
設置した場合の効果と課題を報告し，その後，半恒久的
な魚道設置を目指して，練り積みを組み合わせた石組
み魚道の施工の考え方，施工方法および施工された石
組み魚道の特徴を報告する． 

 

２．床固工に設置した石組み魚道の課題 
写真１に示されるように，対象箇所では，複断面構造

であるため，歩道となっている高水敷から低水路まで
３ｍ程度の落差がある．また，実施初年度では，日本釣
振興会の協力の下で施工するため，重機を導入するこ
となく，人力で全て賄うことを前提に石組み魚道を整
備することになった．その結果，使用する巨礫は 40㎝
前後であり，10㎜前後のバラス（砕石）と 20 ㎝前後の
栗石を充填する材料として採用した．写真 2 は初年度
に実施した石組みの状態を示す．石組み設置にあたっ
て，あらかじめ洪水時に空積み状態の石組みが流出し
ないことを検討する必要があり，写真 3 に示されるよ
うに，10 分の１スケールでフルードの相似則に基づき
模型実験を行い，礫の安定を確認した．ただし，洪水流
中に流れる巨礫および流木等の影響は含まれていない． 
 写真 2に示されるように，2017 年 5 月に石組みを 2

日間で完成させたが，写真 4に示されるように，7月に
発生した越流水深 1m 規模の出水で上段を中心に魚道
が崩壊した．これは，静水以外の流出物（流木，礫）が
石組みに衝突したことによるものと考えられる．下段
の魚道について，上段に残った礫を再活用して，写真 5
に示すように，左岸側に張り出すように，石組みの補強
を行った．その結果，増水時にナマズを含んだ遊泳魚の
遡上が確認された．その後の増水で石組みの半分以上
が流された．以上のことから，人力で運べる礫では流木
や礫による衝突に耐えられないことから，石組みを一
体化させるための練り積みに変更することになった． 

 

写真 1 賀茂川出町付近の床固工（魚道設置個所） 
 

 

写真 2 初回に実施した石組み魚道の設置状況（5月） 
 

 

写真 3 模型実験で越流水深 1.4m規模の洪水流による石組み
の安定性の検討 

 

 

写真 4 越流水深 1m 規模の出水で石組みが崩壊された状態 
（7月） 
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３．練り積みの石組み魚道の施工 
 練り積みを組み入れた石組み魚道を施工するにあた
り，ここでは，土嚢を置いても施工範囲をドライにする
ことはできなかったので，写真 6に示されるように，上
段については，20 ㎝前後の礫を使って石組みをした．
礫の間にはバラス（砕石）を投入し，その後，超速硬性
コンクリート（住友大阪セメント製）を打設することに
よって，止水をしなくても施工を可能にした．2層目に
は 40㎝前後の礫を石組みし，礫の間にバラスを投入後，
超速硬性コンクリートを打設した．これを繰り返し，3

層まで行った．床固工の袖の背後まで石組みをしてい
るため，増水時に奥まで通水できるように，石組みの最
上段では天端が傾斜した状態になっている(写真 7)．こ
れは増水した段階でアユなどの遊泳魚が遡上行動する
4)ため，魚道としての機能を増水時に合わせた．下段に
ついては，40 ㎝前後の礫を設置範囲全体で石組みを行
い，礫の間に 10㎝前後の栗石を投入し，バラスを入れ
た後に超速硬性コンクリートを打設した．下段の落差
は上段に比べて小さいことから，2 段組にしている．2

層目についても基本的に 40㎝前後の礫で石組みしてい
る．礫の間には 1層目と同様に，栗石を投入し，バラス
で隙間を埋めて，超速硬性コンクリートを打設した（写
真 8）．写真 9 は完成した下段の石組み魚道内の流況を
示す．写真で示される流況は平水時より若干多い状態
であるが増水時には右岸側を中心に遡上しやすい流れ
が形成されることが推定される．なお，河川に設置する
石組みでは平水時から増水時の流れを想定して組まな
ければ機能しない 5)ため，今後，石組み上の流況を整理
する必要がある． 

 

4．まとめ  
京都府内を流れる賀茂川に設置されている床固工に

おいて，日本釣振興会，京都府水産課，賀茂川漁協の協
力の下で石組み魚道を上段，下段の 2か所に設置した．
予算の関係から人力で運べる礫を用いて空積みの石組
みをすることになり，石組みの安定性を実験によって
検証したが，静水のみの検討であったため，流木や礫な
どによる衝突の影響が考慮されず，越流水深が１ｍ規
模の増水によって石組みが上段を中心に破壊された．
その後，下段の石組みのみを修復した段階で，遊泳魚・
底生魚の遡上を確認した．修復後，洪水によって半分以
上の石組みの礫が流されたことを受けて，半恒久的に
設置するため，練り積みの石組み魚道として再構築し
た．上段は増水時に遡上可能な仕組みとし，下段は通常
時でもある程度越流する状態とした．今後の流量変化
に対して，石組み周辺の流れおよび遡上環境を見守り，
必要に応じて修正していくことにした． 
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写真 5 補強された下段の石組み魚道 

 

写真 6 上段の施工補強された 1層目の石組み魚道 

 

写真 7 上段の完成した石組み魚道 

 

写真 8 下段の完成した石組み魚道 

 

写真 9 下段に設置した石組み魚道内の流況 
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